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キラキラ☆楽団　第２０回記念演奏会

　音楽を通じて、より文化活動を身近なものに感じてもらい、さらには鳥取市内
を中心に活動する音楽団体として音楽文化活動を通したまちづくりに貢献して
いくことを目的とする。そのために、第２０回という節目の演奏会において新し
いチャレンジを多く取り入れ、地域の音楽文化活動に目を向けてもらう機会を
生み出す。
　また、地域における活動の場を広げることで、人々の音楽鑑賞の機会を増
やすとともに、音楽活動できる環境を提供していくことを目指す。
・団員数：３１名（活動団員２３名・休団者８名）
　・ 団長１名、副団長２名
　・ 企画局：局長１名、副局長２名、局員５名
　・ 広報局：局長１名、副局長２名、局員６名
　・ 管理局：局長１名、副局長２名、局員３名

　今後も鳥取市の市民活動団体として、地域に根ざした音楽活動を行ってい
く。地域のイベントに積極的に参加し、音楽活動を通してまちづくりに貢献す
る。今回の演奏会のように、活動の集大成として文化施設での定期演奏会も
継続して行っていきたい。

事業内容

実施日：令和元年１１月１０日（月）
対象者：一般市民
参加人数：①出演者　団員２３名、賛助出演２１名、司会１名、スタッフ８名（ス
テージマネージャー１名含む）
　　　　　②入場者　１７５名
実施場所：鳥取市文化ホール
事業概要：吹奏楽コンサート　　テーマ「アニバーサリー」
　　　　　〈第１部〉クラシックステージ
　　　　　〈第２部〉ポップスステージ
　　　　　　　　　第２部では、２０回特別企画としてフラッシュモブ、来場者
　　　　　　　　　参加型の企画、団員手作りの演出を行った。楽団の活動
　　　　　　　　　を紹介するムービー上映や展示も行った。

　【成果】従来の宣伝（ポスター・チラシ等）に加え、ＳＮＳや地域のケーブルテ
レビ出演でのPRを行った。アンケートの回答によると、初めての来場者も多
く、吹奏楽や楽器経験の有無に関わらず、小中学生から６０代まで幅広い世
代の方に来場していただいた。特別企画も好評で「楽しかった、またやってほ
しい」という声も多かった。２０回記念として、楽団の活動を知り、音楽を身近に
感じながら楽しんでいただく機会となったと考える。
【課題】出演者、来場者共に若年層（特に２０代）が少ない傾向となった。また、
会場に対して、さらに多くの集客が見込める。楽団の認知度をさらに高めてい
く必要がある。
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みんなで育てる安心・安全な地域づくり事業

　地域（修立・稲葉山・岩倉地区）・学校（東中、修立小、稲葉山小、岩倉小）・
ＰＴＡ（４校）が①子どものための地域づくり部会、②子どもの問題への理解部
会、③子どもたちとの実践活動部会に分かれ、東中学校区の四つの小・中学
校と地域が手をつなぎあい、子どもの健全育成を目的に活動を行っている。
　４校では、「他社との関わり合いの中で人の気持ちを思いやり自分の良さに
気づく児童・生徒の育成を図る」重点目標がある。
　地域・学校が一体となり子どもたちを支える取り組みを行っている当会は、
「家庭や地域で「役立つ」ことのできる子どもたちの育成」を目指し、防災教育
を通して、子どもの目線で「各校区の危険個所などの発見をすることで、命を
守るためにはどうすればよいか、災害時に何をすればよいか」を考える。
　事業の実施により、地域とのつながりや地域の魅力を再認識し、地域と子供
たちの一体感に資するとともに、一人でも多くの子どもや大人の防災意識が
高まり,4安全で安心して暮らせるまちづくりを目指す。
会長１名　　副会長４名　　会計１名　　監査２名　　事務局長１名
庶務２名　　事務局員６名　企画部長１名　　推進員約１００名

１　防災を学ぼう
（１）防災学習（岩倉小）　６/１８
　　　参加者：児童４５８名、教職員２０名、推進委員１８名、地域ボランティア１
４名
　　　内容：１年生…新聞紙スリッパの作成　　　２年生…牛乳パック食器作成
　　　　　　３年生…けむり体験　　　　　　　　４年生…段ボールトイレ作成
　　　　　　５年生…ＤＩＧ（災害図上訓練）体験６年生…自衛隊講話、ロープ
ワーク
（２）防災学習（稲葉山小）　６/２１実施
　　　参加者：児童１９９名、教職員２０名、推進委員１８名、地域ボランティア３
名
　　　内容：１年生…新聞紙スリッパの作成　　　２年生…牛乳パック食器作成
　　　　　　３年生…けむり体験　　　　　　　　４年生…段ボールトイレ作成
　　　　　　５年生…ＤＩＧ（災害図上訓練）体験６年生…自衛隊講話、ロープ
ワーク
（３）消防署員による講話（修立小）　　９/３実施
　　　参加者：児童２８８名、教職員２０名、推進委員５名、ＰＴＡ５名
（４）５年生ＤＩＧ（災害図上訓練）２回目（稲葉山小）　10/４実施
　　　参加者：児童３３名、教職員１名
（５）パネル展示　福島民報「福島の記録」
　　　10/4～10/7　稲葉山小　　10/9～10/10　岩倉小
（６）５年生ＤＩＧ（災害図上訓練）２回目、保健師による防災講演会
　　　テント、マンホールトイレ設営体験（岩倉小）　　　１０/１０実施
　　　参加者：児童７７名、教職員６名、推進委員１４名、地域ボランティア３名
（７）５年生ＤＩＧ（災害図上訓練）３回目（稲葉山小）　　１０/２９実施
　　　参加者：児童３３名、教職員２名、推進委員８名、地域ボランティア１名
　　　内容：４グループに分けて地域を歩き、危険個所の発見、確認、記録
（８）５年生ＤＩＧ（災害図上訓練）３回目（岩倉小）　　１１/２１実施
　　　参加者：児童７７名、教職員６名、地域ボランティア１名
　　　内容：４グループに分けて地域を歩き、危険個所の発見、確認、記録
（９）防災発表会
　　　参加者：①岩倉小（児童７７名、教職員６名、推進委員３名）

②稲葉山小（児童３３名 教職員３名 推進委員６名）　防災教育を本会の推進委員（教職員，ＰＴＡ、子ども会育成協議会、青少年
健全育成指導員、民生委員、主任児童委員、地域推薦）がゲストティーチャー
として子どもたちに学習する、いわゆるキャリア教育の一環で取組が行われ
た。本会の推進委員、地域ボランティア、学校が一体となって危険場所や防災
重点箇所などの調査や新聞紙を使ったスリッパや牛乳パックを使ったトレイづ
くりなど、祭儀時に必要な知識、技術を学ぶ。知りえた知識、感じた意見など
を発表し、校区内で災害時どのように行動するかコーディネーターを招き話し
合う。これらの活動を通して、児童生徒のみならず地域住民の参加により地
域全体の防災力のアップにつながることが期待でき、更には人と人とが触れ
合いながら、子どもたちの豊かな心を育む地域の輪が広がり、みんなで安心



今後の活動の展望

総事業費 １６９，２０８円 助成金額 １１８，０００円
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多言語国際交流サポー

トＴＩＡ
代表 景下　明美
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総事業費 ２９２，５４１円 助成金額 ２００，０００円

　給水活動、テント梁などの実践を中心とした防災デイキャンプについては、
継続的に毎年秋に実施する予定としており、今年度新たに学校に出向き、全
学年を対象とした防災教育では「震災はいつでも起こるものだ」という意識を
常に持ち続け、「実際震災に見舞われたとき何をすればよいか」を中心に考え
ることができる。毎年コーディネイトのアドバイスや評価を受け、内容の見直し
を図りながら充実させていく。
　こうした防災教育を継続し、各人の防災意識・地域の総合的防災力の向上
に努め、学年が上がっても各々の学年に応じた防災教育を実施していくことに
より、地域の総合的防災力の向上に努め、地域と子どもたちの一体感を高め
ていく。地域とともに活動していく中で、自分たちの住む地域も人も愛すること
ができる子どもたちのふるさとづくりにも役立てたいと思います。
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ＴＩＡ設立15周年記念イベント　講演会＆テーブルトーク

　鳥取が急速にグローバル化していく中で、私たち市民が在住外国人の方々
と同触れ合い、何ができるかを考える機会にする。

ＴＩＡメンバー45名
役割：企画、運営、進行、全てＴＩＡ実行委員とその他メンバーによる。ただし、
チラシ、パンフレットのデザインなど外部の専門家に助言を求める。
人員：イベント実行委員8名とＴＩＡメンバー

実施日：２０１９年１１月２３日　１１時～１６時まで
対象者：鳥取市民、学生、在住外国人　合計１２０名
実施場所：とりぎん文化会館第２会議室
事業概要：鳥取大学Kip・ケイツ名誉教授による基調講演は、多くの人が魅了
される内容だった。鳥取に長く住まれた豊富な経験と、専門である地域コミュ
ニティのあらゆる側面からのお話は大変興味深いものであった。また、８か国
のブースでは、来場者と和やかにトークを楽しみ、次はいつ開催されるか等の
アンケートが多く寄せられていた。

主催者の創造をはるかに超える成功で多くの市民が国際交流、異文化理解
に関心が深いことを改めて実感した。
この機運が一時的なものでなく継続的に幅広く広がることを祈っています。

今回のこの大規模なイベントは、一民間団体が実施するには負担が大きく、
行政サイドで企画・運営すべきとの声が来場者の一部から聞き、また、アン
ケートにも同じような内容が多く寄せられていました。


